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論 文 内 容 の 要 旨

OnthelocalthetacorrespondenceandR-group

(局所テ一夕対応とR群について)

市野氏はこの論文でunitary群のテ一夕対応について考察している｡

以下ではG-G'-U(n;n)をp進体上のunitary群 とする｡7T(resp.7T')をG(resp.G)の既約許容表現として,

HomGxG,(W⑭7T,7T′)≠0

が成 り立つとき,7T'-0(7T)と表す｡但 Lwは GxG'のWeil表現である｡p≠2の時,与えられた7Tに対 して,0(7C)は存

在すれば一意的に定まることが Waldspurgerによって証明されている｡ しかし,7Tと0(7T)の間の関係を具体的に記述す

ることは,一般には未だに難しい状況にある｡ 市野氏はこの論文において,ある種の緩増加表現 7Tに対 して,0(7T)を精密

に記述 している｡

この場合,¢(resp.0(¢))を7T(resp.0(7T))のLanglandsパラメタとすると,¢-0(¢)となる｡ 特に,HQ(resp.Ho(4))を

¢(resp.0(¢))により定まるL-packetとすると,HQ-1Ie(め)である｡ 一方,テ一夕対応によりHQとHe(Q)の間に全単射が

引き起こされるが,これは恒等写像ではなく,その捻 じれ具合は6-因子を用いて表される｡Fをp進体,(ただしp≠2)E

をFの二次拡大とする｡また∂∈Exで trE,F(♂)-0を満たすものを固定する｡ G(resp,G')をHermite行列 (resp.歪 Her-

mite行列)

L 610n81.n) (resp･ (_lou1.n))

に関するunitary群として実現する｡(実際は G-G'となる)さて,Fの非自明な指標 少Fを固定すると,GxG′のWeil表

現 a)が定義される｡ここで,Wは∂にも依存することに注意する. 以下,7Tは緩増加 と仮定する. この時,Gの放物型部

分群 PとPのLevi成分 Lの離散系列表現 cTで,7Cが誘導表現 I(U)-IndpG(q)の既約成分 として実現されるものが存在す

る｡以下,L=GLnl(E)×- ×GLn,(E)と仮定する. 但 しnl+-+n,-nである｡ この場合 0(7T)はI'(g)-Indp,G'(6)の

既約成分 となる｡ 但 しP′-PはG′の放物型部分群 とみなす｡このことは,Uが supercuspidalならばKudlaによって知ら

れていたが,既約成分の対応を精密に与えるまでには至らなかった.一方,I(q)の既約分解は Harish-Chandra,Knapp-

Stein,SilbergerによるR群を用いて記述することができる｡ 今の場合,R群はGoldbergによって計算されている｡Wを

Lの中心の極大分裂 torusに関するGのWeyl群とする｡ すなわち,W=(Z/2Z)rx軌 である｡ また ri∈WによってZ/2Z

のi番目の成分に関する符号の入れ替えを表す｡Tを i1,-,riの部分集合で,次を満たす i全体からなるものとする｡

.cTl=tcTl-1

･j>ほ らばojん i

･qiのAsaiL関数LtAsal(S,CTi)はS-0で正則
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さて,Rをrl.,i∈Tにより生成される Wの部分群とする｡ すなわち,R=(Z/2Z)ETlである｡この時,Rの指標群をR̂と

すると,∫(α)の既約分解は

I(q)-07Tx
K∈R̂

の形で与えられる｡ 但 し7TxはKに対応するGの既約緩増加表現だが,Kと7Txの間の対応は標準的には定まらないことに

注意する｡同様に,J′(α)の既約分解は

I′(cr)-◎ 打′光
K∈R̂

の形で与えられる｡ 但 し7Tk'をG-G'の表現とみなしたとき,7Tx-7T光′とする｡ この時,この論文の主定理は以下の通 りで

ある｡

定理 i∈Tに対 して

0(K)(rl)-K(rl)E(1/2,qi,少FotrE/F)FLl(∂)~1

により0(IC)∈R̂が定まり,

0(7Tx)-7T′o(x)

である｡ 但しplは cTiのcentralcharacterである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

市野氏はこの論文において局所体上のunitary群の許容表現めテ一夕対応を考察している｡

テ一夕対応とは,大局的にはテ一夕関数を核関数として得られる,二つの代数群上の保型表現の間の対応である｡ このよ

うな対応は古 くから研究されており,たとえば-変数の重さ整数の保型形式と,重さ半整数の保型形式の間の志村対応など

もテ一夕対応を使って実現することができる｡

テ一夕対応を局所的に考えれば,Weil表現を仲立ちとして得られる,代数群の許容表現の間の対応が自然な考察の対象

となる｡ 市野氏が研究主題としたテ一夕対応とは,このような局所体上の代数群の許容表現のテ一夕対応のことである｡

一般に,剰余標数が 2でない非 archimedes的局所体上のテ一夕対応に関してはWaldspurgerにより,許容表現のテ一夕

対応は存在すれば一意的であることが知られているが,その対応が具体的にどのようなものであるかは,ほとんど知られて

いなかった｡

市野氏の主定理の内容はunitary群のある種の緩増加許容表現のテ一夕対応を具体的に書き下すと言うものである｡

市野氏が考察の対象とした緩増加許容表現とはunitary群のLevi部分群で一般線型群の直積になっているようなものの

二乗可積分表現からの誘導表現であり,緩増加許容表現の中ではかなり広いクラスの表現である｡ このような緩増加表現は

Harish-Chandra,Knapp-Stein,Silbergerなどによって研究されており,その既約分解はR一群によって記述される｡ この

場合にはR一群は (2,2,･･･,2)型のAbel群になることがGoldbergによって示されている｡

市野氏の主定理のではこのR一群の具体的な対応が記述されている｡ ここには緩増加許容表現のE一因子が表れる｡この

ような6-因子は既に一変数の保型形式の志村対応を記述する時にも表れており,その自然な拡張としても興味深いもので

ある｡

また,unitary群のテ一夕対応に関連してPrasadが種々の予想を述べているが,市野氏の結果はこの予想の部分的解決に

なっており,この意味でも興味深いものである｡

定理を証明するために市野氏はまず,テ一夕対応を与える核関数を具体的に構成した｡定理の証明には,この核関数が自

明でないこと,そしてこの核関数が,双対的に定義されるもう一つの核関数とある種の6-因子を除いて一致することを示

す必要がある｡前者は表現論の標準的な方法で示すことができるのであるが,後者の証明にはかなり困難な計算を要する｡

この計算を市野氏はFourier変換を複雑に組み合わせる独創的な方法によって解決した｡この方法は形を変えれば他の古典

群にも適用できる可能性のあるものであり,今後の研究の発展が見込まれるものであると思われる｡

以上のように,この種の結果を得るためには許容表現の理論,特にテ一夕対応,Langlandsの分類定理,R一群などの深

い理解,および粘 り強い計算力が必要である｡ 従って,市野氏が保型表現の理論の研究者としての資質を備えていることを
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十分に示しているものと言える｡

市野氏は大学院在学 5年未満ではあるが,特例として博士 (学位)を授与するに十分な研究成果をあげていると認められ

る｡

以上のことから,この論文は国際的な評価を得る価値のあるものであり,学位を授与するにふさわしいものであると思わ

れる｡
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